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助成団体 

子どもたちが活動をしている

のを見かけたら、「頑張って

るね！」と声をかけてあげ

てください。 

皆さまのご支援・ご協力を 

お願いします。 

 ６月30日(火)に、浦戸地区津波防災検討会に出席しまし

た。７月６日（月）に、県内一斉避難訓練検討会で、南海中

学校の防災学習について発表しました。 

 昨年度作成したものより、

避難所を増やしたり、地域の

歴史的な神社や児童館も盛り

込んだ、避難経路を入れた地

図を作る予定をしています。 

 

※平成27年４月１日以降（50音順）  

≪企業･団体 様≫ 
★三愛石油カスタマーサービス株式会社 代表取締役 池田 宜弘 様  

★株式会社 豊栄電気工事 代表取締役 吉村 保利 様   

 

≪個人 様≫ 
★久川 憲四郎 様 

★山本 吾一  様 

 寄附の手続きは簡単です。下記までお気軽にご連絡く
ださい。手続き等は地域コミュニティ推進課のホーム
ページでもご確認いただけます。 

 「こうちこどもファンド」は、この事業にご賛同いただ

ける個人や企業の皆さまからのご寄附によって支えられて

います。未来のまちづくりを支える子どもたちの想いを、

市民・企業など社会全体で応援しませんか。子どもたちへ

の応援の気持ちを、ぜひ寄附としてお寄せください。 

【お問合わせ先】高知市地域コミュニティ推進課  
                  (TEL/088-823－9080) 

★お断り★ 
昨年度までにご寄附をいただいた皆様
は、地域コミュニティ推進課のホーム
ページに掲載しております。 

 【発行元】高知市地域コミュニティ推進課 高知市鷹匠町2丁目1－43   TEL：088－823－9080  
              Ｅ-mail：kodomofund@city.kochi.lg.jp URL：http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/21/ 

活動紹介 

瀬戸東町１・2丁目元気キッズ 

ＮＳＰ(ﾅﾝｶｲｻﾊﾞｲﾊﾞﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)おたすけ隊 

助成団体の活動は、Facebookでも紹介していきます。高知市役所ホー

ムページのトップ画面にある、こちらのバナーからご覧いただけます。 

一宮家おもてなし隊 

高知南高校ＱＯＬの会 

Food Treasure Hunter in Namegawa！ 

APA(あったかハートで安心・安全 

 プロジェクトAsahi)守るんジャー 

 近所の畑で、野菜の種植えを行い、野菜の成長具合を見

ながら、公園の清掃作業日に合わせて、収穫した野菜を老

人クラブの方にプレゼントしたり、地域の方との交流会を

行います。 

 今回でこどもファンドは卒業となるため、地域で活動す

る他の団体と協力して、この活動を今後ずっと継続してい

けるネットワーク作りも目指しています。野菜とともに、

「支え合い助け合えるまちづくり」のできるネットワーク

も作れるか注目です。 

 昨年度できあがったカタログから、さらに品数を増や

し、料理を教えてくれた人のコメント等も載せたカタログ

の作成を行います。今年度は地域の方から教えてもらった

郷土料理を地域の方へ提供するだけでなく、他地域の方と

の交流をし、行川の食を他地域にも広げていきたいと考え

ています。パワーアップした取組に注目です。 

 まず自分たちが安全について学習するところから活動を

始めます。安全旗を作って交通安全を呼びかけたり、安全

かるたを作って新１年生に安全を教えたり、12月のきらら

フェスティバルで創作ダンスを披露したり。旭の安心と安

全はお任せあれ！ 

 今年度唯一の小学生だけのグループ。公開審査会で、ヘ

ルメットとマントを着用し、かわいい守るんジャーに変身

した姿が印象的でした。 

 デイサービスやいきいき百歳体操の会場で、アンケート

をとったり、意見を聞きながら、エンディングカードを作

成します。エンディングノートは“終活”で耳にします

が、そのカード版となると全国初の取組です。高知発の取

組として、幸せな長生きをしてもらいたいという生徒たち

の思いの詰まったエンディングカード。どのようなカード

が完成するか楽しみですね。 

 地域に広がるあいさつ運動、清掃活動や、高齢者施設訪

問、子ども会との交流等を通して、一宮地区の幅広い年齢

層の方々と関わりを持つことで、絆の強いまちづくりを進

めていきます。 

 ７月16日（木）に、薊野中央公園で地域の公園の清掃活

動を行いました。おもてなしの心を持って活動に取り組ん

でいってほしいですね。 

7月６日（月）の様子 → 

 こどもファンドアドバイザーの活用は、大きく分けて３段階あ

ります。１つ目は、ファンドへの応募を考えた時、どんなことを

したらいいかな？何から始めれば？といった相談に対し、一緒に

考えを整理するサポート。2つ目は、応募した後、公開審査会に

おいて、どんな風にみんなの前で発表したら良いかを検討する際

のサポート。3つ目は、実際に助成を受けて活動に取り組む中

で、いろいろな悩みが出てきた際に、どうしたら良

いか考える時のサポートを行います。 

 助成グループの皆さんがサポートを希望する場合

はもちろん、「来年度はこうちこどもファンドに応

募してみたいなぁ」と考えている方はお気軽に地域

コミュニティ推進課にご連絡ください。 

 派遣費用は無料です。ご希望の場所に出

向きますので、積極的にアドバイザーをご

活用ください！ 

 
 

編集・発行：高知市地域コミュニティ推進課(℡/823ー9080) 
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平成27年度 助成グループが決定しました 

助成団体名 活動のテーマ 助成金額 

NSP(ﾅﾝｶｲｻﾊ ｲ゙ﾊ ﾙ゙ﾌ゚ ﾛｼﾞｪｸ

ﾄ）おたすけ隊 

まもれ、高知 自らの生命をまもり、 

我らの地域を救う Nankai Survival Project 
200,,000円 

一宮家おもてなし隊 

 
一宮家はひとつの大家族やき！！  200,000円 

瀬戸東町１・２丁目 

元気キッズ  

こどもからお年寄りまで仲よく元気なま

ちづくり～支え合い 助け合える まち

づくりを目指して！！～  

200,000円 

高知南高校ＱＯＬの会 
エンディングカードで人生の質を高めよ

う 
185,000円 

Food  Treasure   Hunter 

   in   Namegawa！ 
行川の食を他地域に広げる！ 200,000円 

APA(あったかハートで

安心・安全プロジェクト

Asahi)守るんジャー 

あったかハートで安心・安全プロジェク

トAsahi 
200,000円 

平成27年度こうちこどもファンド助成決定団体 

 平成27年度のこうちこどもファンド助成

グループを決める公開審査会を、平成27年

６月21日(日)、高知市保健福祉センター３階

大会議室にて開催いたしました。 

応募グループの子どもたちは、3分以内と

いう短い制限時間の中で、審査員に対し、自

分たちが取り組みたいと考えている活動を精

一杯アピールしました。 

会場には、応募グループ関係者や一般の観

客の方や来賓の方等、約1０0名の参加者が

集まりました。 

 今年は６グループから応募があり、審査を

突破し、見事すべてのグループに助成が決定

しました。 

 助成グループの子どもたちの活動は、当こ

どもファンド通信やFaceboook、地域コ

ミュニティ推進課のホームページ等で、随時

お知らせしていきます♪ぜひご覧ください！ 

（※公開審査会の様子は2ページ目以降に  

掲載しています。） 

（平成27年７月） 

http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/5/facebook.html
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はりまや橋小学校 

（４年）  

   青木 晴楓さん 

公開審査会のようす 
 今年は６グループの子どもたちが、公開審査会に挑みました。着ぐるみの

登場、コーラスを入れたり、マントを着用したり･･･３分間という短い発表時

間を目一杯活用し、それぞれのグループが工夫を凝らした発表を行いまし

た。またこども審査員との質疑応答の時間も、子どもたちが一生懸命答えて

いたのが印象的でした。 

  旭小学校 

 （６年） 

    松下 藍花さん 

  旭東小学校 

 （６年） 

    宇賀 みくもさん 

  大津小学校 

 （６年） 

    森本 向日葵さん 

  第六小学校 

 （６年） 

    田部 祥一朗さん 

瀬戸東町１・２丁目元気キッズ 

 

会場の様子 
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附属中学校 

（２年）  

  大原 弘靖さん   

岡豊高校 

（１年） 

西田 友紀さん   

高知中央高校 

（３年） 

 家古谷 優さん   

高知学芸高校 

（１年）  

   大原 正裕さん   

こうちこどもファンドの公開審査会としては４回目になります。今回は今までのいろんな課題や時間配

分等、改善に改善を重ねてきて、今日に至っているということを含めて考えると、素晴らしい会になった

と思います。応募する側も子どもたち、審査する側も子どもたち、その質疑応答に、すべてが凝縮されて

いると思います。 

 公開審査会という名前が付いていますが、審査会じゃなく、応援会なんですね。要は落とすことは目的

ではありません。こども審査員は、「高知のまちをよくしよう」という主旨に合致するプロジェクトとし

てスタートして欲しいかどうかを見て、「こうなったらいいな、こうなったらきっと良くなるよ」と応援

する会なんです。今回応募していただいた６団体すべてに、審査員が「応援する」というメッセージを結

果として伝えられたのは素晴らしかったと思います。 

 大人がきちんとお膳立てをして、子どもがのびのびと発言したり、質疑応答できたり、その場を作るの

は絶対大人の役割です。大人が前面に出ないでサポートし、子どもたちの自主性を伸ばす、その大人のサ

ポートのしくみというのが、このこうちこどもファンドの大人の役割として極めて重要です。大人が支え

るこのこうちこどもファンドを、これからも応援していきたいと思います。                                                                                              

                             （審査会での審査委員長講評から抜粋）  

審査委員長コメント 

           卯月  盛夫委員長 

   （早稲田大学社会科学 

         総合学術院教授） 

真剣に審査をするこども審査員 

 高知南高校ＱＯＬの会 

附属中学校 

（３年）  

   押川 真希さん   

小津高校 

（１年） 

   松岡 陽さん  

            


